
管理用通路の検討
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資料－６
第11回 維持管理・環境管理専門委員会

2015年11月9日

【事務局説明】

・管理用通路の検討に際して、再度現地を確認する必要性について検討をお願いします。

事務局用 （点線枠の緑文字は説明者用で、一

般の配布資料にはありません）



管理用通路検討のための現地確認について
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【案１】

年内に実施する場合

月 火 水 木 金 土 日

11/9 10 11 12 13 14 15

本日

16 17 18 19 20 21 22

イベント反省会
モニタリング委員

会
ハンノキ調査

23 24 25 26 27 28 29

川島町イベント

30 12/1 2 3 4 5 6

運営委員会

7 8 9 10 11 12 13

協議会

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

【案２】

今年度中に実施する場合
１月 2月 3月

広報WG
モニタリング委員会
イベント実行委員会

運営委員会
協議会

イベント実行委員会

【案３】

来年度に実施する場合

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



用地・認定道路の整理
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【事務局説明】

・Ｈ１７に事務所で調査した用地地図に、荒川太郎右衛門地区自然再生事業で購入した用地を整理し、

その上に川島町の認定道路を整理しました。



≪ 整備地 ≫

平成２６年度まで

平成２７年度以降

呑み口

導水路

【道路の凡例（点線は町道）】

自動車が通行可能
歩行者が通行可能（軽トラック等は通れる場所もある）
道路跡が残っている（路面状態により歩ける場所もある）

車止め

実施計画
事業範囲

• 旧流路やモトクロス場跡地の整備地を周遊
する通路は必要ない。

• 管理用通路は観察・
管理時に利用する。
（現状維持）

• 呑口は原則として立ち入り禁止
とする。（現状維持）

• 導水路部分に看板を設置
する。

□：特定の場所モニタリング地点

旧流路（整備地）

旧流路

モトクロス場跡地
C

モトクロス場跡地
D

モトクロス
場跡地B

モトクロス場跡地A
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上池の通路・看板整備について

• 出水後等のゴミ除去
が必要である。

• 導水路が見えるように草刈
りが必要である。

• 通路部分は草刈りが必
要である。

• 整備地内の管理（植生管理等）
の必要性は今後検討する。

• 駐車場として位置づけら
れるか？

• 延命地蔵尊の敷地に看板
を設置する。

• 太郎右衛門橋交差点が危険なの
で橋の下へ迂回路を設け、サイ
クリング利用者を延命地蔵尊の
ところへ誘導したい。

• バス停からの歩行者向けに堤防上に看板を設置する。
（事務局注：バス停からの歩行者は、橋に向かう道路
を歩いてもらうのは危険なので、この坂路へ誘導する
ことが望ましいと考えられます）

• 橋の下を
駐車場と
して利用
できる
か？

• バス停からのア
クセス路

基本的な利用ルート
（点線は町道）

• 実施計画事業範囲内の管理（植
生管理等）の必要性は今後検討
する。

山ヶ谷戸バス停（桶川⇒川越）と太郎右衛門
橋方面の県道（グーグルマップより）

• 横堤上の広
場に看板を
設置する。
（過去に設
置したもの
が現存）



実施計画
事業範囲

□：特定の場所モニタリング地点

【道路の凡例（点線は町道）】

一般車両が通行可能
歩行者が通行可能（軽トラック等は通れる場所もある）
道路跡が残っている（路面状態により歩ける場所もある）

車止め
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中池の通路・看板整備について

• 現状の環境を変更する整備はし
ていない。

• 実施計画事業範囲内の管理（植
生管理等）の必要性は今後検討
する。

• 通路は現状のものを活用し、利用しやすくす
るための整備をする。（歩行者は歩きやすく
するとともに、車の無制限の立ち入りについ
ては制限をかけるか検討する。

• 民地内になるが、中池・下池を
つなぐルートとして位置づけた
い。適所に看板を置きたい。

• 横堤上の広
場に看板を
設置する。
（過去に設
置したもの
が現存）

• 駐車場として位置
づけられるか？

• 実施計画事業
範囲への入り
口に看板を設
置する。

• 旧流路水際に
看板を設置す
る。

基本的な利用ルート
（点線は町道）



実施計画
事業範囲

整備地

【道路の凡例（点線は町道）】

一般車両が通行可能
歩行者が通行可能（軽トラック等は通れる場所もある）
道路跡が残っている（路面状態により歩ける場所もある）

車止め

□：特定の場所モニタリング地点

≪ 整備地 ≫

平成２６年度まで

平成２７年度以降

□：ハンノキ育成試験地

検討中

検討中
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下池の通路・看板整備について

• 整備地の管理に必要
なルートとして車が
通れる状態で維持す
る。（現状維持）

• 農家の方の利用
もあり、車止め
は置けない。

• 旧流路水際のルートが必
要かどうか、ハンノキ林
の整備とあわせて検討す
る。

• 散策路としてのルート設
定が必要かどうか、ゴミ
投棄の危険性を踏まえて
検討する。

• 実施計画事業範囲
への入り口の堤防
上に看板を設置す
る。

• 実施計画事業範囲
への入り口の堤防
上に看板を設置す
る。

• 実施計画事業範囲への入り口の堤
防上に看板を設置する。ここは危
険なのでカーブミラーが欲しい。

• 実施計画事業範囲
への入り口に看板
を設置する。

• 移植地付近に看板
を設置する。

• 河畔林内の通路上
の適所に看板を設
置する。

• 整備地内の管理（植生管理等）
の必要性は今後検討する。

基本的な利用ルート
（点線は町道）

• 民地内になるが、
中池・下池をつな
ぐルートとして位
置づけたい。適所
に看板を置きたい。

• 実施計画事業範囲内の管理（植
生管理等）の必要性は今後検討
する。


